
　

健
康
で
文
化
的
な
生
活
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
経
済
活
動
を
支
え

る
水
道
。
水
道
は
現
在
、
多
く
の

市
民
が
利
用
で
き
る
ま
で
に
普
及

し
ま
し
た
。
一
方
、
老
朽
化
施
設

の
更
新
や
、
地
震
な
ど
の
災
害
対

策
の
推
進
な
ど
、
安
全
で
良
質
な

水
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
円
滑
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
水
道
へ
の
理
解
を
深

め
、
今
後
の
水
道
事
業
の
発
展
の

た
め
「
水
道
週
間
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

功
労
に

晴
れ
の
栄
誉

叙
位
・
叙
勲

春
の
叙
勲

従
五
位
旭
日
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

【元佐原市立
東大戸小学校長】
金
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清
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じ
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正
七
位
瑞
宝
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光
章

【元㈳佐原市香取
郡医師会副会長】
島
しま

﨑
ざき

大
ひろ

彌
や

さん
（北）

旭
日
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

【元佐原市外五町
消防組合佐原消
防団分団長】
杉
すぎ

浦
うら

健
けん

藏
ぞう

さん
（佐原イ）

【元栗源町長】
故齋
さい

藤
とう

豊
ゆたか

さん
（高萩）

健
全
な
水
道
事
業
経
営
を
推
進

　

水
道
事
業
の
経
営
は
、
独
立
採

算
制
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。
水

道
水
を
継
続
し
て
供
給
す
る
上
で
、

水
道
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の
経

費
は
、
皆
さ
ん
が
支
払
っ
て
い
る
水

道
料
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
常
に
経
費
の
節
減

と
効
率
的
な
事
務
遂
行
に
心
が
け
、

健
全
な
事
業
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

給
水
装
置
な
ど
の
維
持
管
理

　

給
水
装
置
は
、
水
道
の
配
水
管

か
ら
分
岐
し
て
設
置
さ
れ
た
給
水

管
と
、
こ
れ
に
直
結
し
た
給
水
用

具
（
蛇
口
・
水
止
め
栓
な
ど
）
を

い
い
ま
す
。

　

給
水
装
置
や
ビ
ル
な
ど
の
貯
水

槽
は
、
設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
の

も
の
で
、
自
ら
維
持
管
理
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
月
に
一
度
は

メ
ー
タ
ー
器
の
蓋
を
開
け
て
、
漏

水
の
有
無
の
確
認
や
、
メ
ー
タ
ー

器
の
周
囲
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

う
。

給
水
装
置
工
事
の
申
し
込
み

　

給
水
装
置
の
工
事
は
、
指
定
事

業
者
が
水
道
使
用
者
の
委
託
を
受

け
て
施
工
し
ま
す
。
指
定
事
業
者

に
は
、
国
家
資
格
を
有
す
る
給
水

装
置
工
事
主
任
技
術
者
が
い
る
た

め
安
心
で
す
。

　

指
定
事
業
者
へ
申
し
込
む
こ
と

に
よ
り
、
書
類
の
手
続
き
か
ら
工

事
施
工
ま
で
の
一
切
を
指
定
事
業

者
が
行
い
ま
す
。

※
皆
さ
ん
が
使
用
す
る
給
水
装
置

の
構
造
や
材
質
の
基
準
は
水
道
法

に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準

に
適
合
し
て
い
な
い
給
水
管
・
給

水
用
具
の
使
用
・
不
適
合
工
事
の

場
合
は
、
給
水
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
給
水
区
域

内
で
水
道
に
加
入

し
て
い
な
い
家
庭

も
、
早
め
に
接
続

し
て
安
全
で
安
定

し
た
水
道
水
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

漏
水
を
見
つ
け
た
ら

　

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
は
、
重
い
車
両
の
通
行
や
、
地

盤
沈
下
な
ど
に
よ
り
、
漏
水
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
を
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
貴
重
な
水
が
無

駄
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
き

な
事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
道
路
な
ど
で
漏
水
を
見
つ

け
た
場
合
は
、
水
道
工
務
課
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

水
道
水
の
放
射
性
物
質
の
測
定

　

放
射
性
物
質
の
測
定
は
、
玉
造

浄
水
場
、
佐
原
浄
水
場
、
城
山
第

２
浄
水
場
、
栗
源
の
大
畑
浄
水
場
、

中
央
浄
水
場
で
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
浄
水
お
よ
び
原
水
で
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
、
不
検
出
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
水
道
水
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
測
定

を
実
施
し
、
測
定
結
果
を
公
表
し

て
い
き
ま
す
。

お
い
し
い
な　

だ
い
じ
な
お
水　

ご
く
ご
く
り

6
月
1
日
か
ら
7
日
は
水
道
週
間

問
水
道
工
務
課　

☎
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8
3
8
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家
事
場
の
パ
パ
ヂ
カ
ラ

6
月
23
日
か
ら
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

■
動
物
を
飼
う
前
に
、
動
物
を

飼
う
こ
と
の
で
き
る
環
境
で
あ

る
か
ど
う
か
、
責
任
を
持
っ
て

最
後
ま
で
飼
え
る
か
ど
う
か
、

よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

■
動
物
に
起
因
す
る
感
染
症
を

予
防
す
る
た
め
の
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
過
剰
な
ふ
れ

あ
い
は
控
え
、
動
物
に
触
っ
た

ら
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

■
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
散
歩
さ
せ
る
場
合

は
、
犬
を
制
御
で
き
る
人
が
短

い
引
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
散
歩
中
に
し
た
ふ
ん
は
、

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付

け
ま
し
ょ
う
。

■
猫
は
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

　

毎
年
6
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
の
1
週
間
は
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
で
す
。

　

こ
の
期
間
、地
方
公
共
団
体
、

女
性
団
体
な
ど
の
協
力
の
下
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の

促
進
を
図
る
各
種
行
事
な
ど
が

全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
「
家
事
場
の
パ
パ
ヂ

カ
ラ
」
で
す
。
男
性
が
企
業
人

と
し
て
も
家
庭
人
と
し
て
も
豊

猫
に
よ
る
他
人
へ
の
迷
惑
を
防

止
し
、
病
気
や
交
通
事
故
な
ど

の
危
険
か
ら
猫
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
動
物
に
は
迷
子
札
な
ど
を
つ

け
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■
適
正
に
飼
う
こ
と
が
で
き
な

い
子
犬
・
子
猫
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
不
妊
去
勢
措
置
を
し

ま
し
ょ
う
。

■
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
絶
対
に
捨
て
ず
に
、
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

か
な
生
活
を
お
く
る
た
め
に

は
、
長
時
間
労
働
を
減
ら
し
て

女
性
と
共
に
家
事
・
育
児
・
介

護
・
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
男
女
共
同
参

画
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に

は
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
周
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

6
月
は
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間

問
市
民
活
動
推
進
課　

☎
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2
6
1

問
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香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
香
取
保
健
所
） 

☎
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9
1
6
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環
境
安
全
課 

 

☎
(50)
1
2
4
8

【元香取広域
市町村圏事務組合消
防本部消防司令長】
故髙
たか

木
ぎ

武
たけ

雄
お

さん
（佐原イ）

高
齢
者
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

　市では、市内に2施設あるごみ処理施設を、施設の
老朽化に伴い、平成28年3月末までに1施設に統合し
ます。小見川・山田地区では、多くの家庭が自宅前に
ごみを出しているところですが、施設の統合に伴い、
平成27年4月1日から、ごみステーションにごみを持
ち寄り、収集する方法に変わります。
　地域の皆さんには平成26年度中にごみステーショ
ンの位置を決めていただくこととなり、位置が決まり
ましたら、自治会長、またはごみステーション管理者
を通じて申請をお願いします。
　なお、ごみステーションの整備に関する補助制度が
ありますので詳しくは問い合わせください。
　ごみ処理の効率化、経費削減へのご理解とご協力を
お願いします。

のこと
かんガエル
ごみみ

問環境安全課　☎（50）1248

小見川・山田地区の
ごみの出し方が変わります

平成27年4月1日～

平成26年6月1日 行政情報7 広報かとり


